
本実験は、長門湯本温泉の将来像と課題を地域内外で共有し、よりよい地域経営に向けた検証と改
善を行うことを目的とする初めての取り組みです。①河川空間の活用、②夜間景観の演出、③交通
機能再編による空間活用を実験的に実施することで長門湯本温泉の未来を体感することができまし
た。約８００メートルの温泉街一帯で、親子連れや女性を中心に、親水性の高い音信川遊歩道や広
く取られた歩行空間でのそぞろ歩きを楽しんでいました。
1 河川空間の使いこなし
2 交通再編と道路空間プレイスメイキング（公共空間の場づくり）実験内容
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●交通規制により、道路空間を一時的に活用 ●歩行者空間化やワークショップ開催への活用

●地元の事業者による河川空間・川床の活用

●屋台、マルシェ、ワークショップなどの開催による賑わい

社会実験報告：9月15日～18日（16日、17日は台風により中止）

音信川のせせらぎを間近にワークショップを楽しむ

駐車場を賑わいの広場に 作家自らが教える萩焼ワークショップでの文化体験

将来常設を目指す「川床」を期間限定で開放

音信川沿いの道路上に設けられた体験や休憩のための空間



3. 夜間照明・夜のそぞろ歩き実験内容

検証（１） 川床の照明手法の検討（夜間運用に対する方策）
→長門湯本ならではの景観の創出、事業者が夕方から夜間にかけて川床運用ができる手法

の見極め

（３）民間主導による夜間景観魅力の向上策検討
→地元事業者や住民の参加による、長門湯本らしい魅力的な景観形成
ガイドラインへの反映

（２）公共エリアの整備・方向性と方策の検討
A：ランドマークやビューの創出 B：安全安心の確保
→各種照明手法の効果を確認し、長門湯本照明マスタープランへの反映
長門湯本夜間景観形成・実施計画への反映、必要な照明効果を洗い出し、
温泉街全体のエネルギーコントロール計画立案へつなげる
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古いものを照らす
新しいものをより魅力的にするだけでなく、
既存建物を演出し古いものを再生する力も照
明にはあることを確認しました。

新しいものをより魅力的に
川床もライトアップされ足元の幻想的な照明
が落ち着きながらも非日常的な雰囲気を演出
しました。
IT技術を生かし、時間帯や人通りなどによっ
て照明をコントロールすることで、美しい景
観と省エネを両立させた “本物のスマートシ
ティ”へのチャレンジや、樹木の間接照明に
より歩行者の足元を照らすなど、技術的な仕
掛けも隠れた楽しみの一つです。

夜間照明の視察
社会実験の照明デザインを担当した照明デザ
イナーの長町 志穂さん（LEM空間工房）より
コンセプトの説明を受け、大西市長とともに
今後の夜間景観の演出に関する方針を確認し
ました。長門湯本観光まちづくり計画のデザ
イン会議メンバーでもある長町さんは、地元
の方と何度も協議を重ねながら、少しずつ照
明改善を進めています。

湯本温泉街せせらぎ橋のライトアップ

川床のライトアップ

夜間照明・夜のそぞろ歩きの様子

河川空間の運用を確認
夜間照明とともに、社会実験の柱のひとつで
ある音信川の河川空間の活用について、デザ
イン会議の司令塔である泉英明さん（有限会
社ハートビートプラン）と実際の運用を確認
しました。

音信川を眺めながら活用イメージを確認
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用語説明
・長門湯本温泉マスタープラン：

2016年1月～6月に長門市からの委託により星野リゾートが策定したもので、長門湯本に住まわれる住民の皆様や
旅館協同組合の皆様など地域の方のご意見を聴取することからはじまり、代表の星野が中間報告・最終報告を行って
地域との合意形成を進めたものです。 「全国温泉地ランキングTOP10」入りを目指すための戦略として、全国の温
泉地を分析したうえで、「自然を生かした魅力的な温泉街を持つ温泉地」を目指すべきこと、このためには長門湯本
の地形や観光資源などで魅力的な温泉街に必要な6つの要素「外湯」「食べ歩き」 「文化体験」 「回遊性」「絵に
なる場所」 「休む佇む空間」を表現し土地の魅力を最大化できるようなリノベーションを提案しました。

・長門湯本温泉観光まちづくり計画〜地域のタカラ、地域のチカラで湯ノベーション〜：
星野リゾートの温泉旅館ブランド「界」を2019年末に開業することが決定しています。本計画は、魅力ある温泉

街の形成に向け、市民の意見を踏まえて星野リゾートとともにまとめたマスタープランをベースに、2016年8月に長
門市が策定した計画です。 「全国温泉地ランキングTOP10」入りの実現に向けた計画の推進を図るため、 具体的な
提案を行う「デザイン会議」、代表の星野が参画する意思決定機関である「推進会議」を立ち上げ、この推進体制の
もと2017年5月から本格的に計画が始動しています。

・長門湯本みらいプロジェクト：
2017年春からスタートした「長門湯本みらいプロジェクト」は、より良い未来に向けて温泉街のリノベーション

を進めるために、社会実験、住民説明会、ワークショップ、イベントなど様々な活動の企画、運営、サポート、情報
発信を行う市民参加型プロジェクトであり、地域の若手が主導しています。

・おとずれリバーフェスタ：
これから数年かけて大きく変わろうとしている長門湯本温泉を舞台に、ここに遊びに来る人、住む人、働く人が、

楽しく豊かな時を過ごせるよう、未来の温泉街をイメージして体感する「長門湯本みらいプロジェクト」の一環とし
ての取り組みです。初めての今年は、普段自由に使うことのできない川や道路を使いこなし、よりすぐりの飲食店や
ワークショップ、物販など様々なワクワクを演出するイベントを開催しています（次回開催：10月７～９日）
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